












防水工法の構成について

パラテックス防水工法は、基本的にプライマー、 パラ

テックス防水層、 保護層の3つの層で構成されてい

ます。防水層で構造物への水の浸入をしっかり防ぎ、

保護眉で防水層を摩耗や劣化などから守ります。この

防水雇と保護暦は材料や配合比の違いによって様々

な特長を持たせることができ、それらの組み合わせ

で施工箇所に適した防水工法を提供しています。

I :パラテックス防水層

◎工法の見方

A-3 工法
I II 

●A-3工法の場合

I :防水層の仕様を表します
II：保護層の種別を表します

④カラー コ ートS材(2回目）
③カラー コートS材(1回目）

］保護層
---------------------------------------------------------------

②パラテックス A材 パラテックス防水層
-----------------------------------------------------------------------

①パラテックスプライマー液 — プライマ ー

パラテックス防水層は、耐水性、耐アルカリ性に優れた特殊変性のエチレン酢酸ビニ）レ系 共重合樹脂エマルション（パラテックス原液）と特殊アル
ミナセメントを主成分とする無機質粉体（パラテックス混和材）の混合物の塗膜です。
下地コンクリー トとの付着性に優れ、アルミナセメントの水和反応により、安定した造膜性を示し、弾性のある防水層を形成します。
原液と混和材の配合比及び補強布（メッシュ）挿入の有無によって下記の4種類の防水層が主に使用されます。

仕 様 配合比（原液．混和材） 仕様の特性

A仕様防水層 18: 12 室内、ベランダ等比較的挙動の少ない下地に対応

C仕様防水層 （原液でパラメッシュ1I張り付け後）18:12 屋上等階下に居室等がある箇所に対応

C-BRD仕様防水層 （原液でBRメッシュ張り付け後）18:20 長スパンの箇所等高度なひび割れ追従性、耐久性を求められる下地に対応

C-BRQ仕様防水暦 （原液とQ1涅和材でBRメッシュ張り付け後） 18: 20 
速乾性に優れ、長スパンの箇所等
高度なひび割れ追従性、耐久性を求められる下地に対応

AP 仕様防水層 (APXシー ト張り付け、補強テー プ張り付け後）18: 20 通気緩衝シー トにより下地の湿気、動きに対応

B仕様防水層 18: 30 水槽、地下内外壁等耐水圧性が求められる箇所に対応

II：保護層

パラテックス防水層は、塗膜の表面特性から様々なセメント系材料、樹脂エマルション系材料との付着相性が良く、多彩な保護仕上げが可能です。
通常のモルタル保護、タイル張り仕上げ以外に、施工箇所の用途に応じた適切な仕上げ処理ができます。
A 仕様、C 仕様、C-BR(D、Q)仕様の保護層の番号は共通です。

仕上げ保護居 工 法

モルタル、タイル張り等※ A-1、B-1、C-1、C- BR(D、Q)-1

カラー コ ート A-2、C- 2、C-BR(D、Q)-2、AP-2

カラーコ ートS A-3、C-3、C-BR(D、Q)-3

トップコ ートV A-5、C-5、C-BR(D、Q)-5、AP-5

ヒ ートバリアトップ A-6、C-6、C-BR(D、Q)-6、AP-6

パラコ ート B-2 

パラコ ー トa B-2a、B- 2a-BR

パラコ ートEZ B-3 

EP-800A B-5A 

EP-5500A B-5A-U

EP-GSS B-4A(B-4B) 

EP-GSX B-6D(B-6C) 

※モルタル、タイル張り工事は別途工事となります。
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用 途

地下外壁、水槽、サッシ回り、歩行箇所等

軽歩行箇所

歩行箇所

軽歩行箇所、光沢仕上げ

軽歩行箇所、光沢仕上げ、遮熱

地下外壁、水槽（腐食性なし）

水槽（腐食性なし）

水槽（雑排水等軽度の腐食性）

飲料用水槽

飲料用水槽（屋外施設）

汚水槽、廃液槽等、下水処理施設

ビルピット（厨房排水系 ）、医療、工場廃液槽等、下水処理施設

| 

| 

パラテックス標準工法の適応箇所

パラテックス防水工法は、パラテックス防水層、保護層の組み合わせで様々な施工箇所にご使用いただけます。

求められる防水レベルに合わせてお選びください。
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仕様・エ法 掲載頁

A-1※1 ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜

A-2 ゜ ／ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜A P13 
仕
様

A -3 I ゜ ／ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜
P14 

A-5※8 ゜ ／ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

A-6 ゜ ／ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

C-1※1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜

C-2 ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜
P15 

仕
様

C -3 I ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

C-5※8
P16 

゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

C-6 ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

c 
B 

C-BR(D、Q)-1 ※1 ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ／ ゜

R C-BR(D、Q)-2 ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

＾ q C-BR(D、Q)-3
P17 

I ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

五
様

Q C -B R ( D 、 Q ) -5 ※ 8 
P20 

゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

C-BR(D、Q)-6 ゜ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ゜ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜

A AP-2 ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
p 

P21 
仕
様

A P -5 ※ 8 I ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
P22 

AP-6 ／ ゜ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

B-1※1 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜ ／ ゜ ゜ ／ ／ ／ 

B-2 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

B-2a ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

B-2a-BR ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
P23 

仕
様

B -3 I ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
P26 

B-4A ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

B-5A ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

B-5A-U ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

B-6D ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

目Q P27 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ゜ ／ 

※1:別途保護居（モルタル、タイル張り、トップコ ート等）が必要です。 配管ピット、二重壁内部の場合は省略できます。

※2: 軽歩行が前提です。

※3:タイル張リ仕上げが前提です。 塗装仕上げの場合はご相談ください。

※4：スプリンクラー等の消火設備に使用するもの。
※s:水質、濃度、水温等により適応可否が異なりますので、こ相談ください。

※6: EV ピットを含む。

※7:免居バンパー上部構造内のピット。
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゜ ゜ ゜ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ゜ ゜ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ゜ ゜ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ 

゜ ゜ ゜ ／ ／ 

゜ ゜ ゜ ／ ／ 

゜ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ 

゜ ゜ ゜ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ゜ ／ 

／ ／ ／ ／ ゜

／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ 

※8: A-4、C-4、C-BR(D、Q)-4、AP-4工法は2023 年 8月をもって廃止となリ、後継工法はそれぞれ A-5、C-5、C-BR(D、Q)-5、AP-5 工法となります。

〔注）必ずしも上表の通リに対応できない場合もあリます。 また、通常用いられない工法であっても条件によっては採用される場合があります。
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／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
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／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

゜ ／ ゜ ゜ ／ ／ ※5 ／ 

゜ ／ ゜ ／ ／ ／ ※5 ／ 

／ ゜ ゜ ／ ／ ／ ※5 ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ※7 

゜ ／ ゜ ゜ ／ ／ ※5 ／ 

／ ゜ ゜ ゜ ／ ゜ ※5 ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ※5 ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ※5 ／ 

／ ／ ／ ゜ ゜ ゜ ※5 ／ 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

〇：適用可能 ／：通常用いられない
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